
 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
第５期第９回相模原市中央区区民会議 

事務局 

（担当課） 
中央区役所区政策課 電話０４２－７６９－９８０２（直通） 

開催日時 令和元年９月１９日（木） 午前９時３０分～正午 

開催場所 相模原市立産業会館４階特別会議室 

出 

席 

者 

委 員   ２３人（別紙のとおり） 

その他    ３人（都市計画課３名） 

事務局   １６人（中央区長、中央区副区長、他１４人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 １人 

公開不可・一部不

可の場合は、その

理由 

 



会議次第 

開 会 

 

１ 議題 

 

  （１）区民参加の取組（パネル展示）における意見聴取の概要 

  （２）中央区基本計画答申案について 

  （３）今後の区民会議について 

   

２ その他 

  （１）都市計画マスタープラン中央区区別構想（案）について 

  （２）情報提供等 

 

 閉 会 
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 主な内容は次のとおり。 

（◎会長の発言 ○委員の発言 ●事務局の発言） 

 

開 会 

区民会議規則第３条第３項の規定により、飯島会長が議事を進行した。 

会議の成立要件を満たしている旨の報告、傍聴希望者の報告を行い、傍聴を許可した。 

―傍聴希望者 １名― 

 

１ 議 題 

（１）区民参加の取組（パネル展示）における意見聴取の概要 

事務局から、資料１に基づき説明を行った。一部、事務局で文言を修正することとなった。

委員からの意見は次のとおり。 

 

（主な意見等） 

◎実際にパネル展示の様子を見かけたが、窓口の待ち時間にパネルを閲覧している人や実際に

付箋に書き込んでいる人も見られ、区役所窓口付近は情報発信機能が優れていると感じた。

また、付箋に書かれた内容についても、まちづくりに対する前向きな意見が多く、区民の意

見聴取の場として良かったと思う。 

○今回は中央区役所内で行ったため、相模原駅周辺のまちづくりに関する意見が多かったよう

に感じる。区全体の意見を聴取するならば、各地区で実施する必要がある。 

⇒●今回のパネル展示は、区民が多く集まると思われる場所として区役所区民課前で実施した。

今後行う計画の周知等については、各地区での実施も検討していく。 

 ◎計画策定後の周知については、各地区で幅広く行っていく必要がある。また、情報発信の媒

体として、ＨＰや広報紙だけでなく、今回のパネル展示の様に区民との意見を共有できる情

報発信等の取組を今後も行っていきたい。 

 

（２）中央区基本計画答申案について 

  事務局から、資料２、資料３に基づき説明を行った。 

  また、本日の意見を踏まえて、１０月１５日の答申に向けた最終調整を事務局で行うことに

ついて、委員よりご了承いただいた。委員からの意見は次のとおり。 
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 （主な意見等） 

 ○取組方針８に「にぎわいがあふれる」とあるが、「にぎわいあふれる」の方が文章として適切

ではないか。取組方針１１の重点的な取組の「自然が豊かなまちづくり」も同様である。 

 ⇒●文法的に適切か確認し、必要に応じて修正する。 

 ○「生物多様性」という言葉は、区民に広く認知されていないと思われる。区民に理解しやす

い計画を作るためには、もっと分かりやすい表現に代えるべきではないか。 

 ⇒○地球温暖化や市民協働といった言葉も、約１０年前は認知度が低かったが、今は普及し始

めている。「生物多様性」という言葉を区民に知ってもらい、実現に向けて取り組んでもらい

たいという想いもあるため、言葉を残していきたい。 

○現状と課題の共生・健康の中で、表題が「福祉、貧困、高齢者」となっているが、中央区内

における高齢化が大きな課題となっているため、「福祉、高齢者、貧困」の順番としてはどう

か。 

⇒◎順番を入れ替えることについては、特に問題ないと思われる。 

○取組方針１０の重点的な取組の中で「地域文化の継承、発展に取り組むことで」とあるが、

「発展」は、現状あるものが成長していくイメージであるため、文化を新たに創っていくと

いう意味も含めて、「創造」という言葉に修正してもらいたい。新たに文化創造を起こしてい

くという積極性は必要である。 

⇒●８年という計画期間でのまちづくりを考えた時に、文化を一から新しく創り出すことは、

具体的にどうするのかイメージしにくいと考え、「発展」という表現にした。現在の文化を継

承して、発展させていく中で、新しく創造することもあるため、創造すること自体を否定し

ているわけではない。委員の意見を踏まえて、再度検討したい。 

○取組方針１２に「循環型社会への移行」とあるが、言葉が足りないように感じる。区民の具

体的な取組として、車を控える、節電する等、各家庭での環境行動の意識を高めるためにも、

「低炭素社会」という言葉を入れた方が良い。 

⇒○環境分野におけるまちづくり会議や地域の声等では、ごみの問題に係る意見が圧倒的に多

かったことから、４Ｒを中心とした内容としているが、「低炭素社会」は元々盛り込む必要が

あると考えていた。入れた方がよいと思われる。 

○取組方針８の重点的な取組の表題の中に、観光に係る文言が抜けているため、盛り込む必要

がある。 

○貧困については、高齢者だけでなくこどもの貧困も大きな問題となっている。ひとり親家庭

の７割から８割を占める女性ひとり親家庭の収入が低いことが原因となっているなど、こど
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もの貧困は男女共同参画の問題であることを区民に知ってもらいたい。そのためにも、計画

の中に盛り込む必要があると考える。 

  どの様に分野に盛り込むかについては、事務局と調整させていただきたい。 

 ○看取りに対応できる医療機関が少なくなっていることが課題となっているため、かかりつけ

医だけでなく、「ホームドクター」という言葉を計画の中に入れた方が良い。 

 ⇒●地域医療の所管課に確認した上で、言葉を入れるか検討する。 

 ○相模原駅周辺のまちづくりについて、中長期的な視点による取組方針として、跡地利用が決

まるまでの取り扱いについても、集客が見込めるよう計画の中に明記した方が良い。 

 ○区民意識を醸成してくためにも、「シビックプライド」の言葉を計画に入れた方が良い。 

  

 （３）今後の区民会議について 

   事務局から、資料５に基づき説明を行った。また、本日の意見を踏まえて、次回の区民会

議で引き続き検討することとなった。委員からの意見は次のとおり。 

 

（主な意見等） 

◎区民の要望を区民会議で議論し、発信していく必要がある。 

○他区や他自治体の区民会議の取組状況を知りたい。今期の残りの期間で、区民会議の今後の

進め方を議論するのも一つの方法である。 

○策定した計画の進行管理は重要である。また、進行状況に応じて、行政に対して区民会議か

ら要望をあげていく体制を構築したい。 

○区民会議とまちづくり会議や地域等との連携を強化していく体制を構築したい。 

 

２ その他 

（１） 都市計画マスタープラン中央区区別構想（案）について 

   都市計画課から、資料４に基づき説明を行った。 

また、本日の意見を踏まえて、引き続き都市計画マスタープランの検討を行っていくこと

となった。委員からの意見は次のとおり。 

 

 （主な意見等） 

 ○全体的に相模原駅周辺のまちづくりに関する内容に偏っていると感じる。相模原市役所周辺

や市役所前の桜並木等のまちづくりについても明記してほしい。 
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 ○みどりの拠点として横山公園、淵野辺公園があげられているが、相模原駅周辺から橋本駅周

辺にもまとまった緑地の整備計画が必要であると思う。 

 ○人口減少を踏まえたまちづくりについて、計画にしっかり明記してほしい。 

 ○若者世代の目線で考えると、今後住み続けたい魅力のあるまちにしていくためには、既存の

方法に捉われず、もっと新しい考えでまちづくりを行っていく必要がある。 

 

（２） 情報提供等 

  特になし。 

 

閉 会 

  竹田副会長あいさつの後、閉会。 
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第５期第９回相模原市中央区区民会議 委員出欠席名簿 

 

№ 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 安藤 孝洋 小山地区まちづくり会議  出席 

２ 飯島 泰裕 学識経験者（青山学院大学） 会 長 出席 

３ 石井 トシ子 特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら  出席 

４ 井上 政市 相模原交通安全協会  欠席 

５ 牛尾 良一 中央地区まちづくり会議  出席 

６ 浦上 裕史 一般社団法人相模原市観光協会  出席 

７ 大木 美沙瑛 公募委員  出席 

８ 川道 英弘 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  出席 

９ 神田 隆吾 公益社団法人相模原青年会議所  出席 

10 木内 哲也 一般社団法人相模原市医師会  欠席 

11 小林 充明 上溝地区まちづくり会議  出席 

12 斎藤 奈美 特定非営利活動法人さがみはら環境活動ネットワーク会議  出席 

13 坂本 洋三 相模原市地区社会福祉協議会中央区連絡会  出席 

14 佐藤 悠貴 公募委員  出席 

15 清水 洋子 相模原市私立保育園・認定こども園園長会  出席 

16 志村 勝美 田名地区まちづくり会議  出席 

17 末永 暁子 横山地区まちづくり会議  出席 

18 竹田 幹夫 星が丘地区まちづくり会議 副会長 出席 

19 田代 明寬 清新地区まちづくり会議  出席 

20 永冨 多美子 相模原市公民館連絡協議会  出席 

21 永野 堅次 相模原市民生委員児童委員協議会  出席 

22 中村 太郎 相模原商工会議所  出席 

23 馬場 裕美 公募委員  出席 

24 山口 信郎 大野北地区まちづくり会議  出席 

25 割柏 秀規 光が丘地区まちづくり会議  出席 

 


